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PC 箱桁橋等の定着突起部の配筋は，定着部の補

強筋と床版部の鉄筋が錯綜するため，鉄筋組立てに

時間と手間を要します。施工が煩雑になるのは，定着

部の PC シースを囲うように配置される補強筋の曲げ

加工した先端部分を床版下縁側の鉄筋に沿わせて

配置し,定着する必要があることが一つの要因となっ

ています。 

これを解消するために，補強筋の定着部先端に円

錐台形状の突起を設けた鉄筋「Trunc-head」※を用い

て床版部に定着させることで，先端の曲げ加工が不

要となり，鉄筋組立作業の合理化を図ります。 
 

 
定着突起構造の補強筋へ Trunc-head を適用する

ため，実物大の床版定着突起構造を模擬した PC ケ

ーブル定着性能試験を行いました。本試験は，「プレ

ストレストコンクリート設計施工規準・同解説」に基づ

いた緊張力の載荷や保持を行い、コンクリート表面の

ひび割れ発生状況の調査や Trunc-head を適用した

補強筋の応力状態を測定しました。 

本試験を行った結果，Trunc-head を定着突起部

に適用した構造は，従来の曲げ加工した配筋の定着

突起と同等の耐荷性能と安全性を保有していることを

確認しました。 
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